


 

 

 

令和元年度政務活動費収支報告書 

 

会 派 名 公明党   

 

１ 収   入 

政務活動費 ４４０，０００ 円 

 

 

２ 支 出 

（単位：円） 

項   目 金   額 備   考 

調 査 研 究 費 １２９，８００ 行政視察 

研 修 費 ２８９，３２８ 議員研修 

広 報 費   

広 聴 費   

要請・陳情活動費   

会 議 費   

資 料 作 成 費   

資 料 購 入 費   

人 件 費   

事 務 所 費   

 

 

３ 残 額  ２０，８７２ 円 

 

 

 

（注）備考欄には、主たる支出の内訳を記載する。 



単位：円

整理
番号

月日 項目 内　　容 適用
人数 収入 支出 残額 領収証

番号

440,000 440,000

1 5/9 調査研究費
視察交通宿泊費
JTB

4 127,640 312,360 ①

5/20 調査研究費
視察交通費
西武鉄道/清瀬～池袋(往路) 2 540 311,820 ②

5/20 調査研究費
視察交通費
西武鉄道/清瀬～池袋(往路) 2 540 311,280 ③

5/21 調査研究費
視察交通費
西武鉄道/池袋～清瀬(復路) 1 270 311,010 ④

5/21 調査研究費
視察交通費
西武鉄道/池袋～清瀬(復路) 3 810 310,200 ⑤

2 10/10 研修費 財政分析基礎講座受講料 1 27,000 283,200 ⑥

10/10 研修費
財政分析基礎講座　交通費
新秋津⇔西国分寺(往復 2日間) 1 672 282,528 *

3 10/24 研修費
全国市議会議長会フォーラム交通費
西武バス/東所沢⇒羽田空港 (往路) 2 3,140 279,388 ⑦

10/30 研修費
全国市議会議長会フォーラム交通費
鉄道/秋津駅⇒羽田空港 (往路) 1 860 278,528 *

10/30 研修費
全国市議会議長会フォーラム交通費
鉄道/清瀬駅⇒羽田空港 (往路) 1 828 277,700 *

10/31 研修費
全国市議会議長会フォーラム交通費
西武バス/東所沢⇔羽田空港 (復路) 2 3,140 274,560 ⑧

10/31 研修費
全国市議会議長会フォーラム交通費
鉄道/羽田空港⇒秋津駅 (復路) 1 860 273,700 *

10/31 研修費
全国市議会議長会フォーラム交通費
鉄道/羽田空港⇒清瀬駅 (復路) 1 828 272,872 *

11/11 研修費 全国市議会議長会フォーラム参加費 4 28,000 244,872 ⑨

12/11 研修費
全国市議会議長会フォーラム
JTB/交通・宿泊費 4 224,000 20,872 ⑩

合計 440,000 419,128 20,872

(*) 1,000円未満の近地交通費の為、領収証ナシ

調査研究費 1件 129,800
研修費 2件 289,328

計 419,128 残金 20,872

令和元年度　

鈴木　隆司経理責任者氏名
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清瀬市公明党会派行政視察報告【調査研究費】 

政務活動費収入支出整理簿 【整理番号 1】 

参加議員 ４名（会派全員） 

支出 129,800円（交通宿泊費 4名分） 

 

 

■日程  平成３１年５月２０日（月）～２１日（火） 

 

■行先  5/20：川西市役所(兵庫県) 

5/21：NPO法人コミュニティリンク（兵庫県神戸市) 

 

■内容  兵庫県川原市「PFI手法による市営総合体育館建て替え事業について」 

清瀬市は、令和 2 年度、市営下宿体育館の耐震補強工事を予定している。一方、清瀬

市において、下宿体育館をベースに活動している団体などから、空調の不備や広さ高さ

の不足、また武道場や防音施設の増設要望も寄せられている。 

こうしたことから、市議会公明党として、これらの要望を解消しうる改装ないし建て替え、ま

たその財源として PFI(民間の財源を使った公共施設の工事費や運営費の捻出方法)手

法を利用すべきと、かねて提案をしている。 

今回視察した、兵庫県川西市の市営体育館は、まさに PFI手法により建て替えられた体

育館である。 

川西市では、まず「PFI導入可能性調査」を実施。その結果参入希望の会社もあり実施と

なった。主たる事業社として、スポーツメーカー「美津濃株式会社」や、「三井住友建設」

など。 

 

兵庫県神戸市「NPO法人コミュニティリンクなよるまちづくり事業について」 

NPO 法人コミュニティリンクは、市民団体・行政・企業と連携を図り、地域社会に対して

ICT 利活用に関する事業を実施し、人と人を繋ぎ、自治を繋ぎ、地域を繋げる情報通信

基盤や情報通信サービスを創出し、安全安心で暮らしやすい地域社会及び活力ある地

域経済の発展に寄与することを目的として活動をしている。 

今般、行政に相手も持続可能な行政運営を課題として、行政改革による効率化を官民

協働によって行うべく、その方途を模索している。今回視察したＮＰＯ法人はまさに官民

協働のテーマとした民間法人であり、かつ、若い世代が中心となって作られた団体で、そ

の趣旨、そして手法ともに、しっかりと参考にしていきたい視察となった。  

                                                                                                                                        



清瀬市公明党会派 講座参加報告【研修費】 

政務活動費収入支出整理簿 【整理番号 2】 

参加議員 １名（鈴木たかし） 

支出 27,672 円（受講料:27,000 円+交通費:672 円） 

 

■講座タイトル よくわかる! 市町村財政分析基礎講座 

■主催  NPO法人 多摩住民自治研究所 

■開催日時 2019年 10月 10日（木）～11日(金) 

■会場  多摩都立図書館 2階セミナールーム 

  東京都国分寺市泉町２丁目２−２６ 

■受講料 27,000円 

■講師 大和田 一鉱（NPO法人 多摩住民自治研究所理事) 

1943年、青森県弘前市生まれ。北海道立札幌南高校卒。東京学芸大学大学院教育

学研究科修了。東京都自然環境保全審議会委員を 6期 12年、東京都環境科学研

究所研究員、中央大学社会科学研究所客員研究員、埼玉大学と法政大学などを経

在。現在、NPO法人多摩住民自治研究所理事、多摩学会と日本環境学会に所属、

専門は環境教育、環境政策、まちづくり論、地方自治、地方財政。また『日経グローカ

ル』2012年 4月 2日号〜2016年 6月 20日号に、「実例で見る自治体財政」を連

載。著書『習うより慣れろの市町村财政分析』(単著)、『市民による市民のための合併

検証』(編著)、『広域連合と一都事務組合』(共著)、『市民が財政白書をつくったら⋯』

(編著)他多数。 

 

市町村財政分析基礎講座カリキュラム ※配布資料より抜粋 

第 1講 13:00～14:00 

決算情報をいかに予算審議と連動させるか一誰でもできる財政分析 

地方分権一括法の施行(2000年 4月)後、決算カードを中心に財政情報の開示を第 1 ステージとすると、

昨今の財政情報は、「類似団体比較カード」はじめ「地方交付税算定台帳」や「財政状況資料集」の開示

を中心とした新たな段階に入ったといえる。どんな社会的続計にも代表的な 4つの財政指標として「財政

力指数」と「経常収支比率」の他に「実質公債費比率」と「将来負担比率」が定着しつつある。 



第 2講 14:15～15:45 

市町村のふところは一歳入の仕組みを考える 

市町村の歳入の仕組みを学び「入るを量って出づるを制す」の意味を考え、更に分権にふさわしい歳入

の仕組みのあり方を示す。 

第 3講 16:00～18:00 

議会・市民から見た税金の使われ方一歳出の仕組みを考える 

歳出の分析を通して首長の政治姿勢や政策を学び、新しい住民ニーズに見合った歳出のあり方、土木・

投資型(ハコもの)行政から安心・安全、環境、教育、福祉型への転換を考える。 

第 4講 18:15～19:30 

様々な「財政指標」の見方・読み方・使い方 

市町村の財政分析に際しては、様々な「財政指標」が用いられる。自治体の数字の読み方を学び、議会

での生かし方を考える。 

第 5講 9:15～12:00 

類似団体比較カードと財政状況資料集のイロハ 

類似した条件にある自治体の財政を比較することで、自らの財政運営の特徴を容易に捉えることができ

る。その第一歩が類似団体比較カードの入手である。その入手方法や使い方を知れば、自治体の財政

運営の改善の手がかりになる。それらを手がかりに自治体財政運営の真実を読み解く力を養う。 

第 6講 13:00～14:30 

地方交付税制度の基礎の基礎〜臨時財政対策債にも触れて 

地方交付税制度を難しくしているのは、普通交付税、基準財政需要額、基準財政収入額、標準財政規

模、財政力指数と一体的にとらえることに他ならない。また、臨時財政対策債が実質的な交付税であり、

同時に地方債である意味をわかりやすく説く。 

第 7講 14:30～15:00 

わがまちの財政分析〜市町村財政分析講座でできるようになること 

本講座を最後まで受講すると、自分の自治体の財政状況を解説できるようになる。最終講座である実践

ゼミナールで作成したこれまでの講座での成果物の紹介。 





清瀬市公明党会派 視察研修報告【調査研究費】 

政務活動費収入支出整理簿 【整理番号 3】 

参加議員 ４名（会派全員） 

支出 261,656 円（交通宿泊参加費 4 名分） 

 

 

■開催名：第１４回 全国市議会議長会研究フォーラム 

■会 場：高知ぢばさんセンター 

 

■主 催：全国市議会議長会 

■後 援：総務省 

■実 施：全国市議会議長会研究フォーラム実行委員会 

 

■参加費 ２８,０００円（一名:７，０００円×４名） 

 

■内 容 

 第１日：令和元年１０月３０日（水）１３：００ 

第１部：基調講演『現代政治のマトリクス』 

第２部：パネルディスカッション『議会活性化のための船中八策』 

第３部：意見交換会 

    

   第２日目：令和元年１０月３１日（水）９：００ 

第４部：課題討議 

    

 

■開催目的 

本フォーラムは「全国の市区議会議員が一堂に会し、議会の役割の更なる充実

を目指し、共通する課題や今後の議会のあり方につて意見交換を行うと共に議

員同士の一層の連携を深める事を目的とする」とされている。 

   

地方分権改革の進展に伴い、市議会の役割と責任が高まるなか、市議会は、継

続的な自己改革に取り組み、議会の魅力を高め、住民の信頼を確保する必要が

あると共に、社会経済の急速な構造変化を背景に、市議会には、多様化する民

意の市政への反映と集約が期待されている現状を踏まえ、議会への多様な人材

の参画や、議会改革の深化を図る必要があるため、高知が生んだ国民的英雄で

ある坂本龍馬の船中八策にならい『議会活性化のための船中八策』をテーマと

し、現場の課題とその対応策、併せてこれからの議会像・議員像について、広

く討議していくとされている。 

 

  



第１日目 
 

第１部：基調講演『現代政治のマトリクス―リベラル保守という可能性』 

講 師：東京工業大学リベラルアーツ研究教育員教授 中島岳志 氏 

 

保守の在り方、リベラルとは一体何なのか？という事について政治のマトリク

スの考え方として、縦軸にお金の配分を巡る軸（Y 軸）を置き、横軸に価値をめ

ぐる軸（X軸）を置く。 

縦軸の配分をめぐる軸とは、リスクの社会化とリスクの個人化で対比される。

横軸の価値をめぐる軸とは、リベラルとパターナルで対比される。 

様々な社会情勢の変化によりその中の座標は変わる。よく日本の政治ではリベ

ラルなのか？保守なのか？という対立概念というものが語られているが、保守

とリベラルの本来の意味と、現在の意味は変化しており、リベラルの反対概念

はパターナルとなるのが正確な位置付けである。現在の与野党の中身を分析し

ていくと、XY 両軸からなる４つの象限の中を時代毎の課題と共に変節してきた

事がうかがえる。リベラルと保守というものがタッグを組んだ時に日本の中に

もう一つ重要な選択肢が生まれてくるし、それを現在の現在の自民党に強くな

って欲しいし、もし野党がもう一つの選択肢をつくろうとするのであれば、過

去の宏池会が担っていた考え方が求められるのではというのが講師の見解だっ

た。 

 

 

第２部：パネルディスカッション『議会活性化のための船中八策』 

 

■コーディネーター 

朝日新聞論説委員      坪井 ゆづる 氏 

■パネリスト 

市町村職員中央研修所学長    高部 正男 氏 

株式会社コラボラボ代表取締役 

お茶の水女子大学 客員准教授   横田 響子 氏 

高松丸亀町商店街振興組合理事長   古川 康造 氏 

高知市市議会議長      田鍋 剛 氏 

 

冒頭、パネリストの自己紹介を行った後、議会に対してどういう認識を持って

いるか？との問いにパネリストより活動実績と共に問題提起のような形で回答

をもらう。 

 

高部氏より、本年の統一地方選挙のマスコミ報道について①低投票率②無投票

当選の増加→議員のなり手不足②議員層が偏っている（若年・女性が少ない）

の課題を挙げ、議会改革の取り組みを強める必要があるとの意見。 

横田氏より、①議会で２０年後の住民の幸せのための議論がなされているかデ

ータをもとに施策を立てよ③多様性との意見。 

 



古川氏より、議員は一部地域の代表であると共に、全体の利益を優先するよう

な二足のわらじを履くような感覚を持ってほしいとの意見。 

 

田鍋氏よりは、①高知市では女性候補が少ないこと。②今まで投票率の高かっ

た 40 代・50 代の投票率が落ちている状況も明らかになった。③二元代表制につ

いて、二つの代表機関が互いにけん制しつつも、協力し合い住人にとって最良

の選択していく必要性があるとの意見。 

 

ディスカッションのパネリストよりは、議会の活性化に向け、 

・監視機能をきちっともった議会に 

・人口減少、少子高齢化を見据えた議会に 

・住住民と闊達な議論をかさねる議会に 

・老若男女、多様性のある議会に 

等の意見が挙がり、翌日の課題討議へ続く。 

 

第３部：意見交換会 

 

 

第２日目 
 

第４部：課題討議『議会活性化のための船中八策』 

 

■コーディネーター 

朝日新聞論説委員     坪井 ゆづる 氏 

■事例報告者 

上越市議会議員      滝沢 一成 氏 

鎌倉市議会議長          久坂くにえ 氏 

周南市市議会議長     小林 雄二 氏 

 

前日の『議会活性化のための船中八策』のテーマにて開催されたパネルディス

カッションに対して、事例報告者３名を迎えて課題討議が行われた。冒頭、事

例報告者の自己紹介に始まり、それぞれの事例報告に移った。 

 

上越市の滝沢氏からは『市議を目指しやすい環境整備検討会』を設置し、「市

議を目指すことを阻害する壁」を分析。心因的要因から物理的課題等、１９項

目を抽出し進めている。やり甲斐のある市議会像を見せられるよう、自らの議

会改革を進めることが議員を目指す人々を獲得する力になると確信し取り組ん

でいる、との事だった。 

 

続いて、鎌倉市議会議長の久坂氏より『女性議員の現状と視点』とのタイトル

で、せっかく市民の信任を得た議員が、現職で出産をした場合の活動を続ける

にあたっての困難事例を紹介し、産前産後の休暇を全国スタンダードに、 

1 子の看護休暇 



2 配偶者出産休暇を認める 

という形で会議規則を変えていくことが、議会は多様な人材と幅広い年齢層を

受け入れているという宣言になるとの提案だった。 

 

最後に、周南市議会議長の小林氏より、長年にわたる合併議論を経て２市２町

の合併後、一年余りで市議会解散となった経験を踏まえ、「公開」と「対話」

によって議会基本条例に拘らず取り組む議会改革について報告があった。 

 

最後にコーディネーターの坪井氏より、今回のテーマとなっている『議会改革

のための船中八策』との題号の通り、両日にわたり議論・提案された内容を総

括し、 

1 （議会の）行政監視機能の向上 

2 次世代を見据えた議論 

3 データを踏まえた議論 

4 議会構成での多様化 

5 議会の側から仕掛けていく必要性 

6 労働法制の見直し 

7 情報公開の徹底 

8 合意形成による議員間の討議 

との八策が並べられた。 

 

議会が抱える課題には地域差もあり、全てが当てはまるものではないが、時代

に適した議会改革を進めるうえでの一助となる視察であった。 
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